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概要： 

 

１．本会の目的：  

・ＸＭＬコンソーシアムの活動成果物および残余資産を継承する。 

・ＸＭＬコンソーシアム会員に対する特典として、解散後の半年間、 

ＸＭＬコンソーシアムの活動成果物（特にＸＭＬガイドブック）や 

発表資料等を利用可能とする。 

・ＸＭＬコンソーシアムのＷｅｂサイトおよびＳＮＳ基盤を継承する 

ことにより、解散後もＸＭＬコンソーシアムで培った人的ネットワーク 

の場を提供する。 

 

２．会期： 

・2010 年 3 月 26 日（金）から 2010 年 9 月 30 日（木）までの期間限定とする。 

 

３．会員資格: 

・会員は 2010 年 3 月 26 日時点のＸＭＬコンソーシアム会員企業とする。 

 

４．会費： 

・無料 

 

５．コミュニティの情報基盤： 

・コミュニティのＷｅｂサイトならびにＳＮＳ情報基盤の環境は、ＸＭＬコン 

ソーシアムの現行形態を継承し、xmlconsortium.org を継続使用する。 

・ＸＭＬコンソーシアム コミュニティの体裁を整える。 

   －トップページの作成 

－ＳＮＳグループの名称変更（必要なグループのみ） 

 

６．特記事項：                           

・会期延長の有無や2010年10月1日以降の活動内容等についてはコミュニティで決議する。 

・日常のやりとりはＭＬ中心とし、オフラインの会合開催は希望者が主導する。 

 

以上
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会員規約案  
 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会の名称は、XML コンソーシアム コミュニティとする。 

（英文名 XML Consortium Community） 

 

(目的)   

第２条 本会は日本における XML（eXtensible Markup Language）、Web サービス、ＳＯＡ(Service Oriented Architecture)、企業シ

ステムにおけるWeb2.0 関連の普及啓発、アプリケーション開発及びシステム構築の推進、ならびにXMＬボキャブラリーの標準化

を支援し、利活用を促進することを目的に活動したＸＭＬコンソーシアム（2001 年 6 月 18 日～2010 年 3 月末日）の活動成果物や

各種発表資料等を、ＸＭＬコンソーシアム解散後も会員の利用に供するためのコミュニティである。 

 

（情報基盤）  

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、以下の情報基盤を提供する。  

（１）ＸＭＬコンソーシアムと同一のＷｅｂサイトおよびＳＮＳ 

（２）ＸＭＬコンソーシアムと同一の部会ＭＬ 

 

第２章 会員 

（種別）  

第４条 本会の会員は、2010 年 3 月末時点のＸＭＬコンソーシアム会員（法人企業、個人事業主、学生会員、特別会員）とする。 

ただし、管理グループの承認を得た場合にはこの限りではない。 

 

（会費） 

第５条 ＸＭＬコンソーシアムであった会員特典として、会費は無料とする。 

 

（退会） 

第６条 会員は、退会しようとするとき、事前にその旨を管理グループに届け出なければならない。 

２ 会員が解散又は破産したときは、退会したものとみなす。但し、会員が吸収、合併等による事由で解散する場合においては、

会員が望む場合その権利及び義務は、新法人に移管される。 

 

（除名） 

第７条 会員が、本会の名誉を棄損又は本会の目的に著しく反する行為をしたときは、管理グループの過半数での議決を得て、

これを除名できる。 

２ 前項の規定により会員を除名しようとする場合は、当該会員にあらかじめ通知する。当該会員は除名通知に定められた期間

内に弁明の機会を持つことができる。 

 

（会員資格の喪失に伴う権利及び義務） 

第８条 会員が第６条又は第７条の規定によりその資格を喪失したときは、本会に関する権利を失う。 

 

第３章 組織・役員 

（種別） 

第９条 本会に次の管理・運営組織、役員を置く。 

（１）総会 

（２）代表 1名 

（３）アドバイザリー・ボード（構成員は 10 名以上とする） 

（４）管理グループ（構成員は１０名以上とし、管理グループメンバーの２名を代表代行とする） 

（５）監事 １名以上 

 

（選任） 

第１０条 役員(代表、アドバイザリー・ボード・メンバー、管理グループメンバー及び監事)は総会において会員の内から選任する。

但し、役員のうち 2名を限度として会員以外の者を選任できる。 

２．代表代行は管理グループの互選による。 

３．役員の交代は、前任者が後任者を当該会員から推薦し、総会が承認する。 

 

（職務） 

第１１条 代表は、本会を代表し、業務を統括する。 

２．アドバイザリー・ボードは代表の要請ならびに管理グループの依頼に応じ助言や支援を行う。 

３．管理グループは本会の円滑な運営全般を管理し、運営に従事する。  

４．管理グループメンバーのうち２名は代表代行として代表を補佐し、場合によりその職務を代行する。 

５．監事は監査の職務を行う。 
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（任期） 

第１２条 役員任期は、2010 年 3 月 26 日より 2010 年 9 月 30 日までとする。 

２ 交代、補欠又は増員により就任した役員の任期は、前項本文の規定に関わらず、前任者又は現任者の残任期間とする。 

３ 役員は辞任又は任期満了の場合においても後任者が就任するまで、その職務を行わなければならない。 

 

（解任） 

第１３条 役員が次の各号の一に該当する場合、代表は当該役員を解任することができる。 

（１）心身の故障のため職務を執行することができないと認められるとき 

（２）職務上の義務違反その他の役員たるにふさわしくない行為があると認められるとき 

２ 前項第２号の規定により解任しようとする場合は、第７条第２項の規定を準用する。 

 

（報酬） 

第１４条 役員は、無報酬とする。 

 

第４章 総会 

（種別） 

第１５条 本会の最高意思決定機関は、総会とする。 

 

（構成） 

第１６条 総会は全会員をもって構成する。 

 

（権能） 

第１７条 総会は、この規則に定めるもののほか、本会の運営に関する重要事項を議決する。 

 

（開催） 

第１８条 総会は、次に掲げる場合に開催する。 

（１）代表が必要と認めたとき 

（２）会員現在数の３分の１以上の会員から実施の目的たる事項を示して請求があったとき 

 

（招集） 

第１９条 総会は、代表が招集する。ただし、本会発足時の総会は、2010年3月26日におけるＸＭＬコンソーシアム会長が招集す

る。 

２ 総会を招集する場合は、日時及び場所並びに会議の目的たる事項及びその内容を開会の日の１０日前までに会員に通知し

なければならない。但し、議事が緊急を要する場合は、あらかじめ管理グループで定めた方法により招集することを妨げない。 

３ 前条第２号の請求があった場合は、代表は速やかに会議を招集しなければならない。 

４ 招集は電子メールおよびホームページでの告知による。 

 

（議長） 

第２０条 総会の議長は、代表がこれにあたる。 

 

（定足数） 

第２１条  総会は、会員現在数の２分の１以上の出席をもって成立する。 

 

（議決） 

第２２条 総会の議事は、この規則に別途定めるもののほか、出席会員の過半数の同意でこれを決し、可否同数のときは、議長

の決するところによる。 

２ 総会においては、第１９条第２項又は第３項の規定によりあらかじめ通知した事項についてのみ決議することができる。但し、

議事が緊急を要するもので、出席構成員の３分の２以上の同意があった場合は、この限りではない。 

３ 総会の議決は、電子メール等の電子的手段にて代用することができるものとし、この場合による議決は、全会員の過半数の賛

成により成立するものとする。  

 

注： →「返信なし」は白紙委任とみなす等の運用上の工夫を運用細則に規定したい。 

 

（代理表決等） 

第２３条 やむを得ない理由のため総会に参加できない会員は、あらかじめ通知された事項について、委任状又は代理人をもっ

て表決権を行使することができる。 

２ 前項の代理人が会員代表者でない場合は、代理権を証する書面を都度議長に提出しなければならない。 

３ 第１項の規定により表決権を行使する場合には、当該会員は出席したものとみなす。 

 

（議事録） 

第２４条 総会については、次の事項を記載した議事録を作成し、活動期間内は、これを保管するものとする。 

（１）会議の日時及び場所 

（２）構成員の現在数 
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（３）会議に出席した構成員の数及び氏名（書面表決者及び代理表決者を含む） 

（４）議決事項 

（５）議事の経過概要 

 

第５章 資産及び会計 

（資産の構成） 

第２５条 本会の資産は、次に掲げるものをもって構成する。 

（１）設立当初の財産目録に記載された財産 

（２）設立後、寄付を受けた財産 

（３）資産から生じる収入 

（４）活動に伴う収入 

（５）その他の収入 

 

（資産管理） 

第２６条 本会の資産は、代表が管理し、その方法は管理グループ会議の議決による。但し、資産の内、その使途又は管理方法

について指定して譲渡されたものについては、その指定に従わなければならない。 

 

（経費の支弁） 

第２７条 本会の経費は、資産をもって支弁する。 

 

（収支予算） 

第２８条 本会の収支予算は、管理グループが活動年初に作成し、代表の決裁を得て会員に通知する。 

 

（収支決算） 

第２９条 本会の収支決算及び財産目録は、管理グループが活動年度終了後遅滞なくこれを作成し、監事の監査を経て、代表の

決裁を得て会員に通知する。 

 

（剰余金の処分） 

第３０条 本会の収支決算に剰余が生じた場合は、代表の決裁を得て、その全部を本会の後継団体あるいは類似の目的を持つ

他の団体に譲渡できるものとする。 

 

（活動年度） 

第３１条 本会の活動年度は、２０１０年３月２６日に始まり２０１０年９月３０日に終わる。 

 

第６章 規則の変更、活動の終了 

（規則の変更） 

第３２条 この規則は、総会において、出席会員数の３分の２以上の議決を得た場合、変更できる。 

 

（活動の終了） 

第３３条 管理グループは、第３１条に示した期間終了の 1 ヶ月前までに、後継団体に関する計画および本会活動終了に伴う処

理事項について、会員宛に通知する。 

 

（残余資産の処分） 

第３４条 本会活動終了の場合、残余資産は総会決議により、本会の後継団体あるいは本会と類似の目的を持つ他の団体に譲

渡できるものとする。 

 

第７章 アドバイザリー・ボード、管理グループその他の機関 

第３５条 アドバイザリー・ボードは、次に掲げる場合に開催する。 

（１）代表が必要と認めたとき 

（２）アドバイザリー・ボードの構成員現在数の３分の１以上から会議の目的たる事項を示して請求があったとき 

（３）管理グループから会議の目的たる事項を示して請求があったとき 

２ アドバイザリー・ボードを招集する場合は、日時及び場所並びに会議の目的たる事項及びその内容を開催日の１０日前までに

該当メンバーに通知しなければならない。 

３．アドバイザリー・ボードは、電子メール等の電子的手段にて代用することができるものとする。 

４．アドバイザリー・ボードについては、次の事項を記載した議事録を作成し、活動期間内は、これを保管するものとする。 

（１）会議の日時及び場所 

（２）構成員の現在数 

（３）会議に出席した構成員の数及び氏名（書面表決者及び代理表決者を含む） 

（４）議決事項 

（５）議事の経過概要 

 

（管理グループ） 

第３６条 管理グループは、代表の委任を得て、本会の運営に関する事項を決定し執行する。この規則に定めるもののほか、次
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の事項を議決する。 議決は出席構成員の過半数の同意でこれを決し、可否同数のときはリーダーの決するところによる。 

（１）総会の議決した事項の執行に関すること 

（２）総会に附議すべき事項 

（３）その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項 

２．管理グループは、本会の情報基盤について検討し、整備を行う。 

３．管理グループは、第 34 条に規定された残余資産、特にＸＭＬコンソーシアムの活動成果物の譲渡に関し検討し、実施する。 

４．管理グループは、本会の運営に必要なワーキンググループを設けることができる。 

５．管理グループは、円滑な運営・管理を図るため、随時、アドバイザリー・ボードの助言、支援を得ることができる。 

 

（部会） 

第３７条 本会は、ＸＭＬコンソーシアムで培った人的ネットワークを保持することを目的に、部会を設けることができる。 

２ 部会メンバーはＳＮＳ情報基盤を利用し、交流を図ることができる。 

 

（顧問） 

第３８条 本会は、本会の指針や特定の部会活動等に関し、学術系の有識者から助言や支援を受けるために顧問を置き、その

支援を受けることができる。 

２ 顧問への登録は管理グループで検討し、代表の承認を得て行なわれる。 

３ 顧問は本会からの要請に応じ、総会、アドバイザリー・ボード、管理グループ会議およびその下部組織であるワーキンググル

ープに参加することができる。 

４ 前項において、顧問は参加した会議の議決権を行使することができない。 

５ 顧問は本会からの要請に応じ、部会に参加することができる。 

 

（ＸＭＬコンソーシアム活動成果物の利用について） 

第３９条 XML コンソーシアム活動成果物の利用は、XML コンソーシアム会員規約第４３条第３項ならびに運用細則Ⅰ．２ 「成果

物の利用条件」に準拠し、これを遵守するものとする。 

 

（実施細則） 

第４０条 この規則の実施に関して必要な事項は、管理グループが別途定めるものとする。 

 

（個人情報の取り扱い）  

第４１条 本会は、会員企業に関連する個人情報について運用細則に定める個人情報保護ポリシーに従い取り扱うこととする。 

 

●会費規定 

2010 年 3 月末時点の XML コンソーシアム会員は無料とする。 

 

● 活動支援金規定   

ＸＭＬコンソーシアム コミュニティ活動支援金は、第２５条（５）その他の収入に該当する。 

１． 活動支援金は、一口一万円とする。 

２． 活動支援金は会員・非会員を問わず法人企業、個人事業主、個人から提供を受けることができる。 

３． 活動支援金は、随時の受付けとする。 

以上 

 

発効日： 2010 年 3 月 26 日 
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組織案 

基本方針：  ＸＭＬコンソーシアムのしくみを可能な限り維持し、 

同時に、コミュニティらしさも取り込む。 

 
 
       XML コンソーシアム      XML コンソーシアム コミュニティ 
           会長          ⇒     代表 

         副会長        ⇒     代表代行 

         理事会        ⇒      アドバイザリー・ボード 

         運営委員会     ⇒      管理グループ 

情報基盤WG 

渉外窓口WG 

成果物管理WG 

＊事務局機能は関係者全員で分担 

           運営委員会議長    ⇒     管理グループ・リーダー 

         事務局         ⇒           － 

         部会           ⇒     継承 

         監事           ⇒     継承 

         顧問              ⇒     継承 

         エバンジェリスト    ⇒           － 

 

組織案 総 会

管理グループ
代表代行

情報基盤WG
渉外窓口WG
成果物管理WG

次世代Ｗｅｂ活用部会

ビジネス・イノベーション研究部会

セキュリティ部会

Ｗｅｂサービス実証部会

コンテンツ利用情報標準化部会

ContactＸＭＬ部会

ＸＭＬデータベース部会

クロスメディア・パブリッシング部会

ＸＭＬ設計技術部会

関西部会

ＳＯＡ部会

アドバイザリーボード

監 事

顧 問

代 表

TravelXML標準化部会
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役  員  案  

基本方針 ： 可能な限りＸＭＬコンソーシアムのしくみを維持する方針に基づき、 

役員についてもできるだけ継投する。 

 

【代表】 

独立行政法人 情報処理推進機構    鶴保 征城 

【アドバイザリー・ボード】 

アドソル日進株式会社    野口 好博 
イースト株式会社    下川 和男 
ＮＴＴコムウェア株式会社    平野 光徳 
ＮＴＴソフトウェア株式会社    柴垣 斉 

株式会社ＮＴＴデータ    遠城 秀和  

株式会社大塚商会    伊藤 昇 
サン・マイクロシステムズ株式会社    伊藤 敬 

株式会社ジャストシステム    澤崎 章二 

東京エレクトロン デバイス株式会社    林   英樹 

東芝ソリューション株式会社    守安 隆  

日本電気株式会社    高島 洋典 
日本オラクル株式会社    鈴木 俊宏 
日本ユニシス株式会社    小川 豊 
ＰＦＵソフトウェア株式会社    松山 憲和 
株式会社日立システムアンドサービス    吉田 行男 
株式会社日立製作所    吉野 松樹 

日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社    小野山 隆 

富士ソフト株式会社    菅沼 嘉毅 

富士通株式会社    弘末 清悟 
マイクロソフト株式会社    加治佐 俊一 
株式会社リコー    飯沢 篤志 

【監  事】 

ピー・シー・エー株式会社    水谷 学 

【管理グループ】 

・リーダー 
株式会社ケー・ピー・アール研究所    田原 春美 （代表代行） 

・情報基盤 WG 
アドソル日進株式会社    荒本 道隆 
ＮＴＴソフトウェア株式会社    妹尾 正身 
東芝ソリューション株式会社    舟城 亮一 

日本電気株式会社    島村 栄 
日本ユニシス株式会社    小林 茂 
日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社          堤   俊之  

株式会社日立システムアンドサービス    村垣 委久夫 

株式会社日立製作所    坂川 浩二郎 

富士通株式会社    袴田 眞史 

・渉外窓口 WG 

インフォテリア株式会社    平野 洋一郎 （代表代行） 

ケー・ピー・アール株式会社    田原 春美 

株式会社ジャストシステム    澤崎 章二 
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・成果物管理 WG 

株式会社 NTTデータ                         遠城 秀和（ＸＭＬ設計技術部会）  

株式会社ジャストシステム                  加藤 哲義（ＸＭＬＤＢ部会） 

株式会社 電通国際情報サービス             芦田 尚人（関西部会）  

  東京エレクトロン デバイス株式会社 松永 豊 (セキュリティ部会)   

日本アイ・ビー・エム株式会社                伊藤 健太郎 (関西部会) 

日本 IBMシステムズ・エンジニアリング株式会社  日力 俊彦 （ＳＯＡ部会） 

日本ユニシス株式会社  牧野 友紀（ビジネス・イノベーション研究部会） 

ＰＦＵソフトウェア株式会社  松山 憲和（Webサービス実証部会） 

メタデータ株式会社 野村 直之（次世代 Web活用部会）   

株式会社 ベネッセコーポレーション 桑野 和行（クロスメディア・パブリッシング部会） 

 

 

【顧問】（敬称略、順不同） 

慶應義塾大学 環境情報学部 教授                     萩野 達也 

京都大学大学院 情報学研究科 教授                   吉川 正俊 

東京大学名誉教授、俯瞰工学研究所代表          松島 克守 

早稲田大学大学院 情報生産システム研究科客員教授    丸山 不二夫 

筑波大学付属視覚特別支援学校教諭                宇野 和博 
以上

 


